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現代中国語の結果複合動詞
一 秋山 (198) ､ 石村 (2 0 00) の分類を中心に -
木村恵介
1. 結果複合動詞と は何か
現代中国語(北京語)には ､ 動作 ･行為とその 動作 ･行為をこうむ っ た対象の 結果状態を - 単語で
表すことの できる複合動詞 があるo 複合動詞 の 前部要素を vl､ 後部要 素を v2 と呼び ､ 複合動詞
全体の構造を｢v l＋V2+と書くo v lが動作 ･行為を表し､ V 2が状態変化や結果状態を表すo そし
て ､ 複合動詞全体には V lの表す動作 ･行為が v 2の 表す状態変化 ･結果状態を引き起こすとい
う｢使役義+が付加される｡ V2 は中国語学では｢結果補語+と呼ばれて いる文法範噂(品詞)である｡
本稿では ､ こ の複合動詞 を｢結果複合動詞+と呼ぶ ｡
従来の研究で は､ 動作 ･行為とその 結果を表す形態素連続 v l＋V2 は 一 語 ､ つ まり複合動詞 であ
り､ V2は自動性をもつ 形態素であるという主張がある｡ 本稿もこの 主張に賛成し､ 踏襲する｡ つ まり､
中国語学で伝統的に語連続とみなされてきた｢動詞 ＋結果補語+の構造( 動補構造)を､ 自立形態
素どうしの複合とみなすのである｡ この 自立形態素､ つ まり複合動詞 の構成要素を｢語基+と呼ぶ ｡
｢語基に､ 語基と同形あるい は似た音形 の 語と同じ文法機能(品詞 性)があるの か+あるい は｢語基
に ､ 語基と同形あるい は似た音形の語と同じ意義素があるの か+という疑問には ､ 研究の結果答えが
出せる｡ しかし､ 本稿で は｢複合動詞 の 語基 は 同形あるい は似た音形 の 語と等しい文法機能と意義
素をもつ+という作業仮説を立てて議論を進 める｡ この 作業仮説自体 の妥当性に つ いては別 に考え
る必要がある｡
2. 従来の 研究と本稿の 目的
従来の研究で は ､ 主に次の観点から結果複合動詞 の 分析が行われてきた｡ (結果複合動詞 構文
の 外項を N l､ 内項を N 2とする｡)
I, 結果複合動詞構文 の項構造は どのように与えられるの かo Vl が自動詞( 一 項動詞)の 場合でも､
V l＋V 2全体は他動詞(二項動詞)になりうる｡ つ まり､ Vl＋V2 が内項 N2 を従えることができるの で
ある｡ また､ V lが他動詞 で ､ か つ ､ V l＋V 2が他動詞 である場合にも､ この文を自動詞構文で使うこ
とができる｡ つ まり､ V l＋V2 の内項を主語 にした文を作ることができるの である｡
2･ 結果複合動詞 は名詞句にどのような意味役割を付与するの か ｡ Vl＋V 2の外項 N lは V lの動作
主(Agentiv e)を表すこともあるし､ 対象(objectiv e)を表すこともあるo また ､ 道具(Instru m ental)を表
すこともあるo さらに､ V l＋V2の 内項 N2が v lの 対象であり､ か つ ､ V 2の 変化 の 主体であることもあ
るし､ N 2が V2の 変化 の主体であることには変わりはないが ､ v lとはまっ たく意味関係を持たないこ
ともある｡ このように､ 異なる意味役割を付与する結果複合動詞 の 結合型 は､ 異なる意義素をもつ の
かo つ まり､ 結果複合動詞 V l ＋V2は､ 複数 の 同形意義の結合型をもつ のか .
3. 結果複合動詞の 意味構造はどうなっ て いるの か｡ 結果複合動詞の｢使役義+はどこから生ずるの
か｡ 結果複合動詞 は ､ す べ て同じ意味構造をして いるのか｡ 3. の問題意識は ､ 2. の 問題意識を別 の
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側面から言 い換えたもの であるD
本稿で は ､ 結果複合動詞 の 先行研究のうち､ vlとV2 の統語構 造上 の違い に基づく分類と項構造
による分類とを検討し､ 批判するo その 上で ､ 結果複合動詞 の 内項 N2 の統語構造上の位置による
分類を提案するo 従来の 分類に 関しては 石 村(2 000)を参照 したo また ､ 石村(200)でも従来の 分
類に対して語桑概念構造を用 いた内分類説を提案しているo これも検討の対象とした o Vl､ V2 の統
語構造上の 違い に基づく分類に関しては ､ 秋山(1998)を検討したo 秋山(1998)も石 村(2 0 00)と同
様に ､ 語嚢概念構造を用 い た分析を行っ て いるo しか し､ 石村(2 000)と異なっ た概念構 造を設 定し
て いる｡
3
. 秋山 (199 8) の 分類
結果複合動詞を語嚢概念構造を用 いて分析した研究には ､ 秋山淳(1998)､ 石 村広(2 0 00)があるo
従来から問題となっ て いたの は ､ 結果複合動詞 のそれぞれ の 語 基(vl､ V2)には使役 の 意味が無
い にもかかわらず､ 複合された動詞 には使役他動詞と同じ意味が備わっ て いるという事実である｡ ま
た ､ 結果複合動詞 の多くが｢能格動詞+(自他両用の 動詞)である事実も問題となっ てきた｡ 両者とも
影山(1996:第 4 章)の｢脱使役化+や｢反使役化+とい っ た操作によっ て自他転換や使役の 意味が
説明できるとして いる｡
しか し､ 秋山(1998)も石村(2000)も結果複合動詞 のす べ て の 例を説明し尽くせて いるわけではな
い o
3. では ､ まず秋山(1998)の 分析をとりあげて ､ 秋山の 分析では説明できない例をあげて ､ 問題点を
整理するo
秋 山(1998:3 8-39)は､ 語基 の 自動詞性 ､ 他動詞性 によっ て ､ 結果複合動詞 の 型を大きく次の 四
つ に分けて いる｡
(1) 他＋自/形 - 他(他＋非対格)
a.
"碓三推升T ｢1”タイプ
b･【Ⅹ A C T O Ny]C AU‾SE【yBE C O M E【yB E Årz】]
c.
"維三唱唖 丁噴子 乃タイプ
d･[Ⅹ A C T O Nv】C A US E[yBE CO ME【yB E A Tz]】
(2) 他＋自/ 形- 自(他＋非対格)
a.
"他喝酔了=タイプ
b･[Ⅹ A C T O Nw]C A U S E【yBE C O M E【yB E A rz】】
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(3) 自＋自/形 - 他(非能格＋ 非対格)
a.
i'一紙三 笑醒了李四 つタイプ
b･[Ⅹ A C T]C AUS E[yB EC O M E[yB E ATz]]
c.
' 乙
夙剖倖f] 了樹即タイプ
d･【Ⅹ A C T】C A U SE[yB EC O M E【yB E A Tz】】
(4) 自＋自/ 形- 自( 非対格＋非対格)
a.
"孫子漆病 7”〔マ マ〕
b･[yB E C O M E[yB EATz]and[yBE A Tz]i
3･1･ 他動詞＋非対格自動詞 → 他動詞Ⅰ
(1)は ､ Vl が他動詞 ､ V2 が非対格自動詞で ､ 複合動詞全体が他動詞 になるタイプである｡(1)は､
(1a)と(1c)に下位分類されるo(1a)は ､ 意味構造的には ､ 使役主 Ⅹ が変化対象 y に働きかけて ､ y が
状態(位置) 変化するという文 であるo 項構造的には､ Vl の内項とV2 の内項が 一 致するタイプであ
るo 使役主 Ⅹ - 変化対象yが成立 せず､ 使役 主を意味構造で抑制し､ 統語構造に投射しない｢脱使
役化+によっ て自動詞化されるo 自動詞化された文は 次のような文 になる｡ 1
(5)rl j監邑ヱo
M 丘n tuik豆i=1e
ドア 押す＋開く=A S P
(ドアが押し開けられた/ 押されて開い たo)[秋山1998:34-35]
(1a)のタイプには他に次のような例がある｡
l
例文は次のようにしめしたo 一 行日に中華人民共和国で通用して いる漢字(簡体字)による表記 ､ 二行目にピンイン(ロ
ー マ 字) 表記､ 三行目に日本語 によるグロ ス ､ 四行目にほぼ対応する日本語文ら " V l＋V2 了 ” にほ どこした下線は木村によ
るo
使用した記号の意味は次のとおり｡
事 容認不可能
? 容認度が落ちる
# 意味解釈が異なる
語と接語(c比ic)の境界
＋ 複合語の 語基の境界
A SP ア ス ペ クト標識
adn･ 連体助詞 ｡ 中国語学での｢構造助詞+o
CL 類別詞｡ 中国語学での ｢量詞+
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(6)a. 弛三 並盈ヱ 樟蝉 ｡
Zhangs融I d益s王=1e zh anglang
張三 叩く＋死ぬ = A S P ごきぶり
(張三 はごきぶりを叩き殺した｡)
b. 樟脚 立塵ヱ o
Zh融Iglまng d asi=1e
ごきぶり 叩く＋死ぬ =A S P
(ゴキブリが叩き殺された/叩かれて死 んだ o)【秋山 1998:3 5]
(7)a. 維三 遷建ヱ 破璃 Fl.
Z h豆ngs5n t‡sui=1e bali m 血
張三 蹴る＋砕ける= A S Pガラス ドア
(張三 はガラス戸を蹴 っ て割っ た｡)
b. 破璃 rl 遷座ヱ ｡
b 61i m 岳n tfstli=1e
ガラス ドア 蹴る＋砕ける=A S P
(ガラス戸は〔誰かが〕蹴っ たために割れた｡)仲川裕三 1992:12]
3.2. 他動詞＋非対格自動詞 → 他動詞II
(1c)は ､ 意味構造的には ､ 使役主 Ⅹ - 変化対象yの 関係が成立するタイプである｡ ここの 例文では ､
変化対象が使役主の 身体の 一 部分であるから使役主 Ⅹ - 変化対象yが成立すると考えられて いる｡
この 関係から､ ｢反使役化+が行われ ､ 使役主が統語構造に現われるの を抑制される｡ 項構造的に
は ､ VlとV2の 内項が 一 致しないタイプであるo つ まり､ V lの 目的語とV 2の 主語が 一 致しない の で
ある｡ V lの 内項は表面上は現れて いな い ｡
(1c)が｢反使役化+によっ て自動詞 になると､ 次のような文 ができる｡
(8) 暁子 唱唖了 ｡
S且喝 ZI Chang y豆
=1e
の ど 歌う＋優れる=A S P
(の どが歌っ て優れた｡)[秋山1998:35】
3.3. 他動詞＋ 非対格自動詞 → 自動詞
(2)は､ V lが他動詞 ､ V2 が非対格自動詞 で ､ 複合動詞全体が自動詞 になるタイプである｡(2a)は
(1c)と同様に､ 使役主Ⅹ - 変化対象 yが成立して いる｡ よっ て ､ ｢反使役化+によっ て自動詞化されて
いる｡ しかし､ 抑制されて いるの は使役主ではなく､ 形式上 w で表されたVl の内項である｡ この 抑制
された w を主語として明示した他動詞文も可能である｡ 次のような文 である｡
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(9) 追 神 酒 喝酔了 他｡
Zh占 zh 6ng jia h さzui=1e t豆
この C L 酒 飲む＋酔う= A S P彼
･(この お酒が彼を酔わせ た｡)【秋山1 9 98‥3 6]
(2)のタイプの複合動詞 は ､ 項構造の 観点から言うと､ Vl の外項とV2 の内項が 一 致してい る｡ つ ま
り､ VlとV2 の主語が 一 致してい るの であるo
(2)のタイプには他に次のような例がある｡
(1 0) 他 塵塵ヱ｡
T豆 ch
-
pang
=1e
彼 食 べ る＋肥る= A S P
(かれは〔ご飯を〕食 べ て肥 っ た｡)[秋山 1998‥3 6]
3
.4. 非能格自動詞＋非対格自動詞 → 他動詞Ⅰ
(3)は ､ Vlが非能格動詞 ､ V2 が非対格動詞 で ､ 複合動詞 全体が他動詞 になるタイプである｡ 秋 山
(1998‥39)は 次のように説明する. ｢後項動詞 が 前項動詞 を付加された結果 ､ 使役用法を持つ よう
になっ たもの で ､ 使役主 - 変化対 象の 関係が成立するときは ､ ｢反使役化+ によっ て ､ 自動詞 に変換
できる｡+
(3a)を｢反使役化+によっ て 自動詞化すると､ 次のような文 になる｡
(ll) 李四 基盤ヱ c
Lisi xl a OX皿g
=1e
-
ヽ ヽ /
李 四 笑う＋目が醒める〒A S P
(李四は笑っ て 目が醒 めた｡)[秋山 1998:36]
(3a)には他に次のような例がある｡
(12)a. 弛三 鳳監工 李四 o
Zhhgs融1 naOl主i=1e Lisi
張三 騒ぐ十疲れる= A S P 李四
(張 三が騒 い で李四を疲れさせた｡)
b. 李四 適選ヱ c
usi naolei=le
李四 騒ぐ＋疲れる= A S P
(李四が騒ぎ疲れた｡)[秋山1998:36】
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3.5. 非能格自動詞＋非対格自動詞 → 他動詞ⅠⅠ
(3c)は､ 項構造から言うと､ Vl とV2 の内項が 一 致しないタイプであるo Vl はそもそも非能格自動
詞 であるから内項をもたない D V lと V2 の内項が 一 致しないという点で は ､(1c)と同じタイプであるo
(1c)と異なるの は ､(1c)が｢反使役化+によっ て自動詞化するの に対して ､(3c)は使役主 Ⅹ≠ 変化対象
yであるため､ ｢反 使役化+の 条件を満たしえず ､ 使役主を意味構造で抑制する｢脱使役化+によっ て
自動詞化するという点であるo
(3c)が｢脱使役 化+によっ て自動詞化すると次のようになる｡
(1 3) 村 遊戯エ ｡
Slltl guad 見o=le
木 吹く＋倒 れる- A S P
(木が〔風に〕吹かれて倒れたo)【秋山 1998:37]
3.6. 非対格自動詞＋非対格自動詞 → 自動詞
(4)は ､ Vl､ V2 ともに非対 格自動詞 であり､ 複合動詞 全 体は自動詞 で あるタイプで あるo 秋山
(19 8‥39)は次のように説 明して いるo ｢変化対象の状態変化が別な状態に変化して いることを表す ｡
また ､ こ の 非対格構造に使役主を付加 すると､ ｢他＋非対格( 非対格＋非対格)+になっ て ､ 使役 主
の行為がふ せられてできた他動詞文 になる｡+
｢使役主 の行為がふ せられてできた+というの は､(4)を例に説明すると次のようになる｡(4)を｢使役
化+して他動詞にすると次の文 になる｡
(14) 小王 遮直工 務子 ｡
Xi孟oW ang d6ngbing=1e haizi
小王 凍える十病気になる=A S P 子供
(小王 は子供を凍えさせて病気にさせた｡)【秋山 1998‥38】
(14)は使役主
"
小 王
つ'
の 何らかの 行為(例えば､ "杯宙戸《窓を壊す》”)が原因で《子供が凍えて病
気になっ た》という事態を表して いる｡ これを形式的にしめすと次のようになる｡
(15) 【Ⅹ 馳 望)]C A U SE[yB E C O M E[yB E姓 名】and [yB E 出 】]
小王( 弄杯 窟戸 ) 孫子 孫子 漆 孫子 病
｢使役主の 行為がふ せられ+るというの は ､
ない ､ 統語構造に投射されない ､ という意味である｡
+つ まり[A C T(ON w)】が表面上 に現れ
3.7. 説明 しきれない文
(2)に分類されて いた"他 喝酔了 ”という自動詞文は､ =他 喝酔了 酒つ,という他動詞文でも現れ
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うるo 同類 の 文型がどのくらいあるの か は ､ 調 べ なけれ ばならな い が ､ 日 本語 の｢ノム+や英語 の
' 'drinkつ埼どのように ､ 酒 を対象とするときには目的語を明示 せずに非能格自動詞として使われる用
法と並行的であるo
また ､ 次のように ､ 主語 に V lの動作が行われる場所や vl の原因をとるような複合動詞 の 語桑概
念構造も統 一 的に説明されるべ きであるo
(16) 水 舵 地 睡杯丁 我的 腰 ｡
S hl
v
mi di shuihu畠i=1e w6= de y豆o
セメント 地面 限る＋悪くなる= A SP 私 = adn . 腰
(セメントの上 に寝て私 は腰を悪くした ｡)
(17) 去年的 仇荒 盤盈工 根 多 人 .
Qbni由1=de jhtlang esi=1e h血 du6 r血
去年- a血 飢健 飢える＋死ぬ = A S P とても 多い 人
(去年 の飢僅で多くの 人が飢え死 にしたo)【(16)､(17)は 石村 2 00 0:14 3]
4. 石村 (ヱ0 00) の分類
4.1. 従来の 研究における分類
石村(2000)では ､ まず ､ 従来の 研究にお ける結果複合動詞 の分類を紹介して いる｡ それ によると､
Ⅵ を単独で述語 にした文 で主語を指し示す名詞が､ vl を単独で述語にした文の 主語や目的語と
一 致するか否 かによっ て結果複合動詞を分類して い るo
(18) 後項述語〔v2〕の 主語が指し示す名詞 が､
<A 類> 前項〔v l〕の 主語と 一 致する場合｡
我 走黒子 Q 〔v l- 自動詞〕
W 6 z6ulei=1e
私 歩く＋疲れる= A S P
(私は歩き疲れた｡)
我 適塾ヱ 酒 ｡ 〔v l- 他動詞〕
W a h eztLi=1e jiB
私 飲む＋酔う =A S P酒
(私は酒を飲んで酔っ た｡｢)
<B 類>前項の 目的語と 一 致する場合.
他 逆風ヱ 油瓶 c
T豆 p血gdao
=1e yo uplng
彼 ぶ つ かる＋倒れ▲る
= A SP 油壷
(彼は油壷にぶ つ か っ て倒した｡)
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<C類 > 前項 の どちらの 項とも 一 致しない場合o
<C l類> 勝子 坐塙了 椅子 ｡ 〔vl - 自動詞〕
PangzI Zubta
=1e ylZl
太 っ ち ょ 座る＋ つ ぶ れる = A S P 療子
(太っ ちょが座 っ て椅子がつ ぶれた ｡)
<C 2類 >那 頓 旗 吃杯了
Na 血n fan ch＋ihnai=1e
あの C L ご飯 食 べ る＋壊れる= A S P
我的 牡子 ｡ 〔vl- 他動詞〕
wa de dもzi
私= adn. お腹
(意訳:あの ご飯を食 べ て私はお腹を壊したo)【石村20 0:14]
石村(2 00)は ､ こ の 分類に< D 類> を加え､ 二種類ず つ の 自動詞用 法､ 他動詞用法の 文型を語
嚢概念構造の派生 によっ て関連づ けて いる｡(19)は ､ <D 類> の例である｡
(19) < D 類>
敵 ｢1 声 塩盟ヱ 新前o
Qi豆o m 血 sheng jfngxhg=1e lil
叩く 扉 音 驚かす＋目が醒める=A S ‡' 荊荊
(意訳:荊荊はノックの 音に驚いて 目を醒ました｡)
凍冷的 河水 遮杢ヱ 我的 脚 ｡
B
-
1ngほng
= de hishu‡ d6ngm缶=1e w6=de ji孟o
冷た い = a 血 川 の水 凍える＋ しびれる =A S P わた し= adn. 足
(意訳:氷 のように冷た い川 の水で私の足 はかじかんだ｡)
多年的 辛苦 農遡ヱ 他 .
Du6ni血1=de xinka laid且o=1e ta
永年 = a血 辛労 疲れる＋倒れる = A S P 彼
( 意訳‥彼は長年の 辛労で倒れた｡)【石村2000‥153】
(20)は ､ B類および Cl類が他動詞から｢脱使役化+を経て ､ 自動詞が派生されること､ A 類が自動
詞用法から｢原因主の 導入+を経て ､ C2 類 ､ D 類の他動詞用法が派生されることをしめしてい る｡ た
だし､ 影山(1996)に 臥 ｢原因主の 導入+という操作はしめされて いな い｡
(20)
Ⅰ. 他動詞用法
(B 類 ･cl類)
ⅠⅠ. 自動詞用法
(A 類)
脱使役化
自動詞用法
他動詞用法
原因主 の 導入 (C2類 ･D 類)【石村200:154]
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しかし､ こ の 説明ではうまくいかない場合が出てくる. < A類 > で Vl が他動詞 の場合 ､ つ まり､
甥 喝酵了 軌 つつタイ プ の 文型 をと る結果複合動詞 の場合､ ｢原因 主の 導入+がどのようにして な
されるの か につ い ては 説明されて いない o Vl＋V2 がすで に 二項をとっ てしまっ て いる以上 ､ これ以
上項を増やすことは できな い はずであるo また ､ < c2 類> の =那 疎放 吃杯了我的放 子 ｡ -が派生さ
れるまえの文 ぱ 簡 約牡子 吃杯ア o ” であるo これは 石村によれ ば< A類 > の はずであるo しか し､ こ
れ は V2 の 主語が vl の主語と 一 致するという<A 類 > の定義に反するo <A 類> の甥 走黒子 Q つ,
で ぽ 俄走了 o ”が成り立 っ が ､ " 我的牡子 吃杯了 o でtj:" *我的牡子 吃了 . ” が成り立たない の で
あるo
5. 木村の分類
私 は主に結果複合動詞 の 内項 N2 の､ 文にお ける統語的位置(主語か 目的語か)によっ て分類を
行っ たo N2が目的語である文型を<Ⅰ型 >とするo N2が主語 である文型を<ⅠⅠ型 >とするD N2が主
語の位置に立ち ､ それがN l(結果複合動詞 の外項)と同 一 指示 であると解釈される文型､ つ まり､ 再
帰的な意味を表す文型を<ⅠⅠⅠ型 >とするo それぞれ の型を､ とりうる構文とともに示すと次のようにな
るo
(21)
<Ⅰ型 >
[I-a]N I Vl＋V 27 N 2.
[I-b]N2V27o
【Ⅰ- c]N2V l＋V2 了｡
<ⅠⅠ型 >
ロⅠ-a] この文型をとらな い ｡
[ⅠⅠ-b】N2V2 了｡
【ⅠⅠ- c】N2V l＋V2 了｡
<ⅠⅠⅠ型 >(N:V l､ V 2と関係 の ない項)
[III-a]N V l＋V2 了 Nl-2o
【ⅠⅠトb]N l=2V2了｡
【ⅠⅠトc]N l-2V l十V 2了 o
<1型>と<ⅠⅠ型 > は文型b､ c ではまぅ たく等しいが ､ 文型 a は< Ⅰ型 > で容認されるの に対し､
<ⅠⅠ型 >では容認されないという違 い があるo 6･ にそれぞれ の文型の具体例をあげる｡
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6. 具体例
以下にそれぞれの型 の 具体的な例文をあげる占 例文に つ いた a､ b､ c の記号は ､ 文型 a､ 文型 b､
文型 c にそれぞれ対応して いるo
6.1. <I型>
<Ⅰ型 > は ､ V2 および Vl＋V 2の 内項 N2 が目的語となる文型をとりうる結果複合動詞 である｡ 以
下で は ､ Vlおよび V l＋V2の 外項 N2がどのような意味役割をもつ か によっ て分けて例を提示するo
6･1･1･ < Ⅰ型> N lが vl の 動作主
< Ⅰ型 > のうちで ､ 主語の Nl が vl の動作主となる例を次にあげるo 例文(22)-(3 0)の b､ c は ､ 葛
希文(1987:4 25)から引用した｡ a は､ それらをもとに木村が作例した文である｡ 以下 ､ 特に断わりの
ない 文は ､ す べ て木村の 作例であるo
(2 2)a. 小王 瞭千丁 衣裳 ｡
X i邑oW ang lianggan =1e yfshang
王君 干す＋乾く=A S P 服
(王君は服を干して乾かした ｡)
b
. 衣裳 千丁 o
YTshang g融
=1e
服 乾く = A S P
(服 が乾い た｡ )
c. 衣裳 塵土工 ｡
Y fshang liangg豆n=le
服 干す＋乾く= A S P
(服が干すことによっ て乾い た｡)
(2 3)a. 娼娼 埋畳ヱ 孫子 ｡
M 豆m a h6ngzhao=1e haizi
お母さん あやす＋寝 っく= A S P 子供
(お母さんは子供をあやして寝かしつ けた ｡)
b. 孫子 着了 c
H aizi zh丘o=1e
子供 寝 っ く =A S P
(子供が寝っ い た｡ )
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c . 務子 盛畳ヱ .
H aiz h6ngzhao=1e
子供 あやす十寝つく=AS P
(子供があやされることによっ て寝 つ い たo)
(24)a. 墨水 簸虹 了 袖子 ｡
M 6sl 血Ⅰ ranh6ng=1e xi色zi
インク 染める＋赤 い = A S P袖
(インクが袖を赤く染めた｡)
b. 柚子 虹 了 o
Xi由i h6ng=1e
袖 赤 い = ASP
( 袖が赤くなっ た｡)
c. 神子 盤皇ヱ o
Xi血zi ranh6ng=1e
袖 染める＋赤 い = A SP
(袖が染まっ て赤くなっ た｡)
(25)a. 屯属 塊盤ヱ 帽子 ｡
D ianshan chuTdiao=1e maozi
扇風機 吹く＋落ちる〒A S P 帽子
(扇風機が帽子を吹き落とした｡)
b. 帽子 捧了 ｡
M aozi diao=1e
帽子 落ちる= A S P
(帽子 が落ちた｡)
c. 帽子 政経ヱ｡
M aozi chuidiao=le
帽子 吹く＋落ちる= A S P
( 帽子が吹かれて落ちた/吹き落とされた｡)
(26)a. 小王 遡施工 刀 .
Xi邑oWang qiedモm =1e d豆o
王君 切る＋鈍る = A S P包丁
(王君は包丁の 切れ味を悪くした｡)
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b. 刀 純 了 o
D豆o d 由1=1e
包丁 鈍る=AS P
(包丁 は切れ味が悪くな っ た｡)
c
.
*刀 切告屯了 .
D 豆o qiedfm =1e
包丁 切る＋鈍る=A S P
(包丁は切ることによっ て切れ味が悪くなっ た｡)
(27)a. *小三 塵盈三 社 c
X i邑o wang xish
-
=1e xii
王君 洗う＋滞れる= A SⅠ' 靴
(王君は〔洗うことによっ て〕靴が濡れた｡)
b. 鞍 湿了 ｡
Ⅹii sh
-
=1e
靴 滞れる=A S P
(靴が濡れた｡)
c. 鞍 塵温ヱc
Xi6 xYsh
-
=le
靴 洗う＋濡れる= A S p
(靴は洗うことによっ て/ 洗濯の 最中に濡れた｡)
(28)a. ?他 生塵ヱ 腿 ｡
T豆 zu6ma=1e tuI
彼 座る＋壊れる= ASP 脚
( 彼は座ることによっ て脚が捧れてしまっ た｡)
b. 腿 麻 了 o
Tu
v
l ma=1e
脚 寝れる=A S P
(脚が捧れた｡)
c. 腿 生息ヱ｡
Tu; zubma
-
-1e
脚 座る＋凍れる= A SP
(脚が座っ て壊れた｡)
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(2 9)a. ?戟 咳轍醒了 小玉 ｡
W 6 kiso11Ⅹ1ng
=1e xi邑oW ang
私 咳をする＋目が醒める =A S P 王君
(私が咳をして王君 を起こしてしまっ たo)
b. 小王 醒了 .
X iaoW ang xlng
=Ie
王君 目が醒める=A S P
(王 君が目を醒ました o)
c. ?小王 塵盤醒ヱ .
Xi邑oW ang kis o uxl
v
ng
-1e
王君 咳をする＋目が醒める= A S P
(王 君は咳をして/ 誰か の咳の 声で目が醒 めた｡)
(3 0)a. *老肺 逃盛ヱ 我 ｡
L邑oshiji益ngfan=1e w6
先生 話す＋飽きる= ASP 私
(先生が話して いて ､ 私は嫌になっ てしまっ た｡)
b. 我 煩了 ｡
W 6 払n=1e
私 飽きる=A S P
(私 は飽きてしまっ た｡)
c. ?我 逃盈ヱo
W 6 ji孟ngfan=1e
私 語す＋飽きる=ASP
(私 は話し飽きた｡)
(22)-(30)で は ､ N lはV lの 動作主である｡ 注意す べきは ､ V lが自動詞 でも他動詞 でもこの構 文が
成立しうることであるo つ まり､ "N I Vl 了 N 2”が必ずしも成立しないことであるo さらにVl が他動詞
であっ ても`N I Vl＋V2 了 N2”が成立しないことがありうるo つ まり､ 結果複合動詞の 目的語が Vl の
内項で ない こともあるの であるo 例文 を見れ ば明らか なように ､[Ⅰ-a]･の 成立 不成立と
"
NI V l了
N2つ'の 成立不成立とは対応しな い｡ たとえば､ 次のような文である｡
(26
.
)*小王 切 7 刀.
(28
1
)*他 坐了 膿 o
(29
.
)*我 咳噺了 小玉 o
(29a)は容認度が少 し落ちるが､ 三例とも
"N I V l＋V 2了 N2” は成立する｡ しかし､ Vlが自動詞で
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あるた め､
”NI Vl 了 N2
”
は容認 できない文 である｡
6.1.2. <I型 > Nl が vl の 対象
次にあげるの は ､ Nl が Vl の対象になっ て いる例である｡
(3 1)a. 隔夜 飯 吃杯了 我的 牡子 Q
Giy主 血I Chihtlai=1e w6= de d Bzi
宵越し ご飯 食 べ る＋悪くなる= A S P私 = adn . 腹
(ゆうべ のご飯を食べ て ､ 私 はお腹を壊した｡)
b. 我的 虻子 杯了 ｡
W a=de d血zi h 血i=le
私 = adn . 腹 悪くなる=A S P
(私はお腹を壊したo)
c. 我的 牡子 吃杯 丁 ｡
W 6=de d 血zi cI血uai=1e
私= a血 . 渡 食 べ る＋悪くなる=A S P
(私 の お腹は､〔何かを〕食 べ て悪くなっ た ｡)
cf. *版 吃杯了 我的 牡子 c
Fan c虻bl血i=1e w6= de d 心zi
ご飯 食 べ る＋悪くなる=A S P 私 = adn . 腹
(ご飯を食 べ て私の お腹が壊れた｡)
(32)a. 祥林鰻 沸的 故事 吸塵ヱ 地 o
Xi且o1血saojiang=de g血shi 血g払n =1e t豆
祥林姫 話す= a血 物語 聞く＋飽きる=A S P 彼女
(祥林姫が話す物語を聞いて ､ 彼女は飽きたQ)
b. 地 煩了 ｡
T 豆 飽n=1e
彼女 飽きる= AS P
(彼女は飽きた｡)
c, 姫 吸塵エ ｡
T豆 tfngfh=1e
彼女 聞く＋飽きる= A SP
(彼女は聞き飽きた｡)
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cf. *故事 吸塵三 池
Gもshi t血gfan=1e ta
物語 聞く＋飽きる= AS P 彼女
( 話を聞い て ､ 彼女は 飽きた｡)
(33)a. 迭 1 0 頁的 満子 盈塵工 他的 手 o
Z heyib 邑i y色
= de g邑ozi ch豆osu融
=1e t豆= de sh 6t1
この 1 00 ペ ー ジ = a血L 原稿 書き写す＋だるい 〒A S P 彼 = a 血 手
(かれはこ の 10 ペ ー ジの 原稿を書き写して辛がだるくなっ た ｡)
b. 他的 手 酸了 ｡
T 豆=de shau su亘n =1e
彼 = adn. 手 だる い = A S P
(彼の 辛がだるくなっ た｡)
c. 他的 手 了
Ta=de sh6tl Ch豆o st1琵n =1e
彼 =adn . 手 書き写す＋だるい = A S P
(彼の 手は ､ 書き写してだるくなっ た｡)
cf. *満子 了 他的 手 ｡
g邑ozi ch豆osu払
=1e tA= de sh 6tl
原稿 書き写す＋だるい = AS P 彼 = adn , 辛
(原稿を書き写して彼の 辛がだるくなっ た｡)【(31)-(33)の aと cf. は､ 石村2000:15 1】
(31)-(33) は cf. を見 れ ば分かるように ､ N lが意味的に特定の 事物を指し示す名詞 でないと許
容されない ｡(34)-(36)も N lが Vl の対象である例である｡
(34)a. *迭 十 球 週鑑三 破璃 宙｡
Zh色 ge qi血 b
-
stli=1e b ali chu血g
こ の C L 球 蹴る＋砕ける=A S Pガラス 窓
(〔誰かが〕このボ ー ル を蹴 っ てガラス 窓を割っ た｡)
b. 破璃 暫 砕了 ｡
B61ichnhg sui=1e
ガラス 窓 砕ける= A S P
(ガラス窓が砕けた｡)
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c. *破璃 箇 過度ヱo
B61ich1癌ng tfs ui
=le
ガラス 窓 蹴る＋砕ける= AS P
(ガラス 窓が蹴られて砕けた ｡)
cf. *我 盈鑑三 療璃 薗o
W る ti
-
sd =1e b61i cll嘘 ng
私 蹴る＋砕ける〒A S P ガラス 窓
(私はガラス窓を蹴り砕 いたo)
(35)a. *那 首 歌 唱煩了 他c
N ash6u ge charlgfan=1e t豆
あの C L 歌 歌う＋飽きる=A S P彼
(〔誰かが〕あの 歌を歌っ て彼をうんざりさせた｡)
b. 他 煩了 ｡
T豆 蝕1=1e
彼 飽きる=A S P
( 彼はうんざりした｡)
c. #他 盟塵ヱ o
T豆 ch angfan
=1e
彼 歌う＋飽きる= A S P
(彼は歌い飽きた｡)
cf. ?我 温痩工 他 o
W 6 ch包ngfan
=le ta
私 歌う＋飽きる=A S P彼
(私が歌っ て彼をうんざりさせた｡)
(36)a. *迭 些 家具 迷塵ヱ 地 検｡
Z h主 xi菖 jiaj血 b 融 lm ai=1e dib 邑n
この C L 家具 運ぶ＋壊れる= A SP 床板
(〔誰かが〕これらの 家具を運んで床を傷つ けた｡)
b. 地検 杯了 ｡
Dib邑n hnai=1e
床板 壊れる=A S P
(床が傷 つ いた｡)
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c . *地検 塵旦ヱ ｡
dib 邑n b anl1uai=1e
床板 運ぶ十壊れる= A S P
(床が〔何かを〕運ぶことによっ て傷つ いた｡)
cf. *我 遊星乙 地 検o
W 6 b 5rhtlai=1e dib 由1
私 運ぶ＋壊れる=A S P床板
(私は〔何かを〕運んで床を傷 つ けたo)[(34)-(36)の a は ､ 石村 2 00:15 ト1 52]
(34a)-(36a) の 文が許容されな い理由は分からな い o
6
.1.3. <Ⅰ型> その 他の 意味役割
(37)-(4 3)の 文 は､ Nlが Vl の動作主や 対象以外の 意味役割をになう例で ある ｡
(37)a. *迭 把 斧子 塵劇ヱ 大 村 ｡
Z h色 b 且fazi k む1dao=1e da sh h
この C L 斧 伐る十倒れる= A S P大きい 木
(この斧が大木を切り倒した｡)
b. 大 村 倒了 D
D且 s姐 d 邑o=le
大きい 木 倒れる= A SP
(大木が倒れた｡)
c. 大 樹 塵胤工c
D a shh k昌nd邑o=1e
大きい 木 伐る＋倒れる〒A S P
(大木が切り倒された｡)
cf･ 我 盈乳三 大 樹 c
W 6 k邑nd邑o=le da shh
私 伐る＋倒れる= A SP 大きい 木
(私は大木を切り倒 した ｡ )
(38)a. 件弾 盤巌三 大 棟c
zhadan zh ad 血n=le d a qi畠o
爆弾 爆破する＋折れる= A S P 大きい 橋
(爆弾が大きな橋を爆破した｡)
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b. 大 柿 断了 ｡
D a qla O duan
=1e
大きい 橋 折れる= A S P
( 大きな橋が断ち切れたQ)
c. 大 柿 塵_艶ヱ ｡
D a qlaO Zhaduan
=1e
大きい 橋 爆破する＋折れる= AS P
(大きな橋が爆破された/爆発して壊れたo)
cf･ 我イ円 盤戯ヱ 大 柿 o
W 6min zh adu 血 =le da qiao
私たち 爆破する＋折れる=A S P 大きい 橋
(私たちは大きな橋を爆破したo)
(3 9)a. 蔽 ｢1声 塩盟ヱ 新和｡
qi豆o men sheng i
-
1ngX王ng
=le lili
口Pく 扉 音 驚かす＋目が醒める- A S P 荊荊
(荊荊はノックの 音に驚い て目を醒ましたo)
b. 新和 醒了 ｡
1ili x mg
=1e
荊荊 目が醒める=A S P
(荊荊が目を醒ました o)
c. 新前 塩塵ヱ ｡
1il j
-
1ngXing
=1e
荊荊 驚かす＋日が醒める= A S P
(荊荊が驚かされて目を醒ましたo)
(4 0)a. ?凍冷的 河水 遠丞ヱ
Bfngl色ng
= de h由hui d6ngm血=1e
我 的 脚 ｡
w6=de Jla O
t
■ ヽ ′
氷 の ように冷た い = a血 . 河水 凍える＋壊れる= A S P 私=adn. 足
(氷 のように冷たい川 の 水で私 の足 はか じかんだ｡)
b. 我的 脚 木了 ｡
W 6= de ji邑o m血=1e
私 = adm 足 軽れる= A S P
(私 の足が嫁れた｡)
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c. 我的 脚 塵丞ヱ . ･
W 6= de ji員o d6ngm血=1e
私 = adn. 足 凍える＋寝れる=A S P
(私の 足がかじかんだ｡)
(41)a. *多年的 辛苦 果倒了 他c
Du6ni益n =de xh ka l色id益o=1e t豆
永年 =a血 . 辛労 疲れる＋倒れる=A S P彼
( 永年の 心労で彼は倒れた｡)
b. 他 倒了 o
T豆 d邑o=1e
彼 倒れる=A S P
(彼は倒れた｡)
c. 他 農塵虹工o
T豆 Ieid 邑o=1e
彼 疲れる＋倒れる〒A S P
(彼は疲労で倒れた｡)[(3 7)-(4 1)の a は､ 石村 2000:15 3]
(42)a. 去年的 仇荒 塵塵ヱ 根 多 人 ｡
Qbnian= dejhu ang とsⅠ=1e h en du6 r血
去年=adn. 飢偉 飢える＋死 ぬ =A S P とても 多い 人
(去年の 飢健で多くの人が飢え死した｡)
b. 根 多 人 死了 .
Hさn du6 r血 si=1e
とても 多い 人 死ぬ=A S P
( 非常に多くの 人が死んだ｡)
c. 根 多 人 塵塵ヱ .
hin du6 rin 主si=1e
とても 多い 人 飢える＋死ぬ = A S P
( 非常に多くの 人が飢え死 にした｡)
(43)a. 水沢 地 塵墜ヱ 我的 腰 ｡
S hu
v
mi di shihuai=1e w6=de y豆o
セメント 地面 眠る＋悪くなる=A S P 私 =adn. 磨
(コ ンクリ ー トの 上 に寝て 私は腰をだめにした｡)
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b. 我的 腰 杯了｡
W 6=de y豆o huai=1e
私 = adn. 腰 悪くなる=A S P
(私の腰 がだ めになっ たo)
c. 我的 腰 睡杯了 o
W 6=de y豆o shui h ai=1e
私 = adn. 腰 日民る＋悪くなる= A S P
(私の腰 が寝て悪くなっ た｡)【(42)-(4 3)の a は ､ 石村2 00 0:143】
(3 7) における N l はVl の 道具である｡(3 8) にお ける N lは Vlの 動作主であり､ か つ 経験
者 (Experie n ce r) でもあると解釈できるo(39)-(4 2) にお ける N lは V lの 原 因 (Ca u s ativ e) であ
る｡(4 3) における Nl は Vlの場所 (Lo ca‡iⅦ)である｡
6.2. < Ⅰ型>
次に <ⅠⅠ型 > の文例をあげるo この 文型は､ <Ⅰ型>と大変よく似て い るQ しかし､ a の 文型をとるこ
とができない点で ､ <Ⅰ型 >と異なっ て いる｡ つ まり､ <ⅠⅠ型 > は V lが他動詞 であるにもかかわらず､
Vl の内項を目的語 にとれない のである｡ ただし､ 本稿で は触れない が､ <ⅠⅠ型 >も V lの 内項を､
前置詞 "把”を つ けて述語動詞 のまえにおく文型(いわゆる"把字句”)は可能であるo
(4 4)a. *我 逸見工 迭 包 衣 裳 ｡
W 6 Ⅹn主i=1e zh主 b 豆o yishang
私 洗う＋疲れる=A S P これ C L 版
(この 一 袋の服を洗っ て疲れてしまっ たo)
b. # ,% 7c
W 6 1ei=1e
私 疲れる=A S P
(私は疲れた｡)
c.
*# 章 了
W 6 Ⅹ王1色i=1e
私 洗う＋疲れる=A S P
(私 は洗い疲れた｡)
(45)a. *暁子 退避ヱ
S 払gzI Changy豆=1e
喉 歌う＋榎れる=A SP
速 些 歌 ｡
zhと xie ge
この CL 歌
(これらの歌を歌っ て喉が榎れた｡)
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ち, *我 唖 了 ｡
W6 y亘
=1e
私 優れる〒A S P
(私は喉が優れたa)
c
. 我 暁子 唱唖T o
W 6 s邑ngzI Changy豆=le
私 喉 歌う＋嘆れる= A S P
(私 は喉が歌 っ て優れてしまっ た｡)
(4 6)a. *我 遡及工 法 十 故事o
W 6 ji血g払Il=1e zh 主 ge gもshi
私 語す＋飽きる= A SP この C I一 物語
(この 物語を話して い て嫌になっ てしまっ た｡)
b. 我 煩了 ｡
W 6 ,払n=1e
私 飽きる=A SP
(私 は飽きてしまっ た｡)
c. 我 法度工｡
W 6 ji 払g鮎 =1e
私 話す＋飽きる〒A S P
(私 は話すの が嫌になっ てしまっ た｡)
(4 7)a. *共笈 愁白丁
T6ufa ch6ub 畠i=1e
髪 悩む＋白い =A S P
迭 些 事 ｡
zh 丘 xie shi
こ の C L こと
(これらの ことを悩ん で い て髪の 毛が白くなっ た｡)
b
. 共友 自了 .
T6ufa bai=1e
髪 白 い =A S P
(髪の毛が白くなっ た ｡)
c. 共友 怒白 丁 ｡
T6ufa ch6ubai=1e
髪 悩む＋白 い =A S P
(髪の 毛が悩んで白くなっ た｡)
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(4 8)a. *刀 切幸屯丁 夢卜｡
D 豆o qied 血1=1a ln6 bo
包丁 切る＋鈍る=A S P 大根
(大根を切っ て包丁 の 切れ味が悪くなっ た｡)
ち. 刀 鴇了 ｡
D 豆o d包n =1e
包丁 鈍る=A S P
(包丁 の切れ味が悪くなっ た｡)
c
.
*刀 切純 丁 ｡
D 豆o qie d 血
=le
包丁 切る＋鈍る=A S P
(包 丁 の切れ味が切ることによっ て悪くなっ た o)【(44)-(4 8)の b､ c は ､ 葛希文 1984:425]
<II 型 > にお いては ､[II- a]は非文であるo b､ c の文型 は ､ 容認される. しかし､(44c)､(4 8c)は 容
認不 可である｡ その理由は､ 今の段階では分からない ｡
6.3. < IIⅠ型>
次に <ⅠII型 > の文例をあげるo <ⅠⅠⅠ型 > は V l-の 動作主と V2 の変化の 主体が同 一 であるo
つ まり､ Nl - N2 であるo その ため ､
`NI V l＋V2 了 N2” の 文型が許容されない o[ⅠII- a] は 一 見<Ⅰ
型 >や <ⅠⅠ型> の文型 a と同じ文型 に見えるo しかし､ 主語の N は Vl とも V2 とも項関係を結
ん で い ないo ただし､【III-a]の 文を確認 できた の は(53)だけである(例文(14)参照)o 以下 では ､ a に
[ⅡⅠ- c] の文をあげ､ bに [ⅠⅠⅠ-b] の文をあげる｡
(49)a. 李四 魔果ア .
Lisi p邑olei=1e
李 四 走る＋疲れる〒AS P
( 李四は走り疲れた｡)
b. 李四 累丁 ｡
Lisi lti=1e
李四 疲れる= A S P
(李四は疲れた｡ )
(50)a. 小葛 塵塵ヱ ｡
Xi昆o ma 由hbu=1e
子馬 飢える＋痩せる= A S P
(子馬が飢えて痩せた｡)
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b. 小葛 痩了o
Xi邑om邑 sh6u =1e
子 馬 痩せる=A S P
(子馬が痩せた ｡)【(49)-(50)の a は ､ 石村2 0 00:150]
(51)a. 孫子 塵畳ヱ ｡
H Aizi shuizh 畠o=1e
子供 寝る＋寝 つく= A SP
(子供が寝付いた｡)
b. 孫子 着了 ｡
H aiz dl畠o=1e
子供 寝 つく= A S P
(子供が寝つ いた｡)
(52)a. 樹
ノ
ー
了 ｡
Shb zhangxi丘=le
木 育 つ ＋傾 いて いる〒A S P
( 木が斜めに育っ た｡)
b. 樹 斜了 c
SI血 xi丘=1e
木 傾 い て い る= A S P
(木が傾 いて い る｡)【(5 1)-(52)は ､ 葛希文1984 : 42 5]
(53)a, 孫子 遮痘ヱ o
Haizi d6ngbing=le
子供 凍える十病気になる =A S P
(子供が凍えて病気になっ た｡)
b. 孫子 病了 o
Haizi bing=1e
子供 病気になる=A S‡'
(子供が病気になっ た o)o[(53a)は､ 秋山1998:39]
この 分類が石 村(2000)よりも優れて いる点は ､ "我喝酔了酒 o ” の ような文を適切に位置付けて い
る点である｡ ただし､ "我喝酵了酒 . つ壕 <ⅠⅠ 類> にする場合 ､【II-a]に該当する文が存在することに
なる. しかし､ 今の虐那皆では､[II- a]のような文型をとる結果複合動詞 ぱ 喝官軒だ けしか見つ けて いな
い ｡
また ､
"
那頓版吃拓了我的牡子 o つ'の自動詞用法"我的牡子 吃杯T o '甘
`我走果了 . ”と異なる文
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型 に属することになり､ きちんと説明がつく｡
7. 今後検討すべ き問題
今後検討す べき問題点として次の 二 つ がある｡
1､ 先行研究では､ Vlと N2 の項関係も考慮に入れて結果複合動詞構文を分類して い る0 Vl と
N2 の項関係はないとする私の 分析とどちらが妥当性が高い の か｡
2､ 主語の位置に現われる名詞句と目的語 の位置に現われる名詞 句が､ どのような意味役割を付与
されるか には優先度や規則性があるの か｡ また ､ 文全体の 許容度の 差は ､ 何が原因で生ずるの か ｡
本稿で検討した例文の 中にも､ 非文となっ たり､ 容認度が落ちたりした文がいくつ かあ っ た｡ それら
の 文はなぜ ､ 容認されなか っ たり､ 容認度が落ちるの か ｡ その 要因を発見するのが今後の 課題であ
る｡
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